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〉
容
内
な
主
〈

　
　〈
11
　
月
〉

７
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
南
蒲
原
森
林
組
合
）

７
〜
９
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
行
政
視
察
（
福
津
市
・
豊
後

　
　
　
高
田
市
）

　
　
　﹇
視
察
事
項
﹈

　
　
　
・
定
住
化
に
向
け
た
取
り
組

　
　
　
　
み

　
　
　
・
学
び
の
21
世
紀
事
業

14
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
川
漁
業
協
同

　
　
　
組
合
）

14
〜
15
日
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会

　
　
　
行
政
視
察
（
美
濃
市
立
美
濃

　
　
　
病
院
）

　
　
　﹇
視
察
事
項
﹈

　
　
　
・
美
濃
市
立
美
濃
病
院
の
運

　
　
　
　
営

16
日
　
全
員
協
議
会

20
日
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日
　
臨
時
市
議
会

　
　
　
月
例
全
員
協
議
会

12月定例会の議案の内容・日程

議案の審議結果、議員賛否の状況

７人が一般質問に登壇

委 員 会 の 審 査 か ら

平 成 2９ 年 の 議 会

⑵

⑶

⑷

⑻

⑼

連 

合 

審 

査 

会

地
方
創
生
特
別
委
員
会

 

　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
は
、
十
一

月
七
日
か
ら
一
月
十
七
日
の
間
、
八

つ
の
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
（
議
会
日
誌
参
照
）。

　
ま
た
、
十
二
月
二
十
五
日
、
一
月

十
日
、
二
十
二
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

会
の
感
想
、
書
面
に
よ
る
回
答
、
今

後
の
日
程
等
に
つ
い
て
、
協
議
、
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
二
日
に
連
合
審
査
会
を

開
催
し
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
十
件
に
つ
い
て
、
総
括
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、
二

月
下
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
　
図
書

館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
か
も
川

荘
、
ゆ
き
つ
ば
き
荘
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
行
政
視
察
報
告
に
つ
い
て

も
、
会
議
録
と
同
じ
場
所
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
議
録
は
、
平
成
二
十
八

年
三
月
定
例
会
分
か
ら
、
加
茂
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
会
議
録
の
発
行
に
合
わ
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　※

掲
載
場
所
　﹇
加
茂
市
Ｈ
Ｐ
﹈↓

﹇
各
課
の
ペ
ー
ジ
﹈↓﹇
議
会
事
務

局
﹈↓﹇
会
議
録
﹈

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
各
常
任
委
員

会
か
ら
次
の
者
が
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委 

員 

長
　
　
森
　
山
　
一
　
理

　
副
委
員
長
　
　
中
　
野
　
元
　
栄

　
委
　
　
員
　
　
三
　
沢
　
嘉
　
男

　
委
　
　
員
　
　
佐
　
藤
　
俊
　
夫

　
委
　
　
員
　
　
大
　
平
　
一
　
貴

　
委
　
　
員
　
　
保
　
坂
　
裕
　
一

　
委
　
　
員
　
　
山
　
田
　
義
　
栄

　
委
　
　
員
　
　
安
　
田
　
憲
　
喜

全 

員 

協 

議 

会

　
十
一
月
二
十
四
日
に
月
例
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、
社
会
厚
生
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
行
政

－平成29年 12月定例会他－

議 

会 

日 

誌

詳
し
く
は
会
議
録
で

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

総務文教常任委員会行政視察（福岡県福津市）

視
察
結
果
報
告
、
事
務
に
関
す
る
説

明
書
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
月
二
十
二
日
に
月
例
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
医

療
問
題
特
別
委
員
会
の
行
政
視
察
結

果
報
告
、
事
務
に
関
す
る
説
明
書
の

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

28
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
子
育
て
サ
ー
ク
ル

　
　
　
の
下
条
や
ん
ち
ゃ
く
ら
ぶ
・

　
　
　
ち
ょ
っ
と
い
い
加
茂
育
ち
合

　
　
　
いCafé

）

　
　
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
葵
・
白
百
合
・

　
　
　
テ
モ
テ
・
ル
ー
テ
ル
幼
稚
園
）

29
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南

　
　
　
蒲
加
茂
支
店
）

　
　
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
鉄
工
業
協
同

　
　
　
組
合
）

30
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
市
商
店
街
協

　
　
　
同
組
合
）

　
　〈
12
　
月
〉

１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
〜
25
日
　
定
例
市
議
会

25
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

　
　〈
１
　
月
〉

10
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

17
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
青
年
会
議
所
）

22
日
　
月
例
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会

　
　
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

26
〜
28
日
　
大
島
町
親
善
訪
問

31
日
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会
出
県

　
　
　
要
望

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
戊
戌
（
つ
ち
の
え
い
ぬ
）。

「
戊
」は
植
物
の
成
長
、繁
栄
を
意
味
し
、「
戌
」

と
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
良
い
も
の
が

よ
り
良
く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
の
合
意
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な

か
で
、
田
上
町
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

き
た
加
茂
・
田
上
病
児
保
育
園
が
今
春
完

成
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
発
展
を
遂
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
も
市
当
局
と
連
携
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、
諸
課
題
の
解
決
に
議
会
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
と
ぞ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て加茂市議会議長

森山  一理

石川小学校 校内書初め会（１月１０日㈬ ）石川小学校 校内書初め会（１月１０日㈬ ）



　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
に
臨
時
市
議
会
が
開

　
　
　
　
か
れ
、
市
長
提
出
の

議
案
二
件
を
承
認
、
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

　
84
号
議
案
専
決
処
分
の
承
認

は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

九
号
）
で
、
七
月
の
豪
雨
に
よ

る
災
害
復
旧
費
九
千
五
百
六
十

万
八
千
円
を
増
額
し
、
十
一
月

六
日
付
で
専
決
処
分
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
充
て
る
財
源
と

し
て
県
支
出
金
四
千
百
九
十
五

万
一
千
円
な
ど
を
増
額
し
て
措

置
し
ま
し
た
。

　
繰
越
明
許
費
は
、
農
林
水
産

業
施
設
災
害
復
旧
費
及
び
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
つ
い

て
、
年
度
内
に
事
業
が
完
成
し

な
い
見
込
み
の
た
め
設
定
し
た

も
の
で
す
。

　
地
方
債
の
補
正
は
、
文
教
施

設
災
害
復
旧
事
業
を
追
加
し
、

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
及
び
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
つ
い
て
限
度
額
を
変

更
し
た
も
の
で
す
。

　
85
号
議
案
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
十
号
）
は
、
戸
籍
電
算

化
事
業
費
に
つ
い
て
債
務
負
担

行
為
を
設
定
し
、
そ
の
期
間
及

び
限
度
額
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
86
号
議
案
一
般
会

　
　
　
　
　
　
計
補
正
予
算
（
第
十

一
号
）
は
、
一
千
三
百
九
十
一
万
二

千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
企
業
設
置

奨
励
事
業
費
一
千
九
百
七
十
四
万
七

千
円
な
ど
を
増
額
し
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
一
千
九
百
七
十
八
万
六
千

円
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
充
て
る
財
源
と
し
て
、
繰

入
金
九
百
八
十
三
万
三
千
円
な
ど
を

H30.  1. 31 第199号 ⑵H30.  1. 31 ⑼ 第199号

定
例
会
日
程

　
　
　
　
　
　
　
95
号
議
案
職
員
の

　
　
　
　
　
　
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
育
児
休
業

法
及
び
雇
用
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
、

現
在
、
原
則
１
歳
ま
で
で
あ
る
育
児

休
業
を
六
か
月
延
長
し
て
も
保
育
所

に
入
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
更
に
六

条
例
改
正

補
正
予
算

人
　
　事

決
　
　算

　12 月　８日　本会議
　　　　11 日　本会議
　　　　12 日　本会議・連合審査会
　　　　13 日　産業建設常任委員会
　　　　14 日　社会厚生常任委員会
　　　　15 日　総務文教常任委員会
　　　　18 日　決算審査第１特別委員会
　　　　19 日　決算審査第２特別委員会
　　　　21 日　決算審査第３特別委員会
　　　　25 日　本会議

企
業
設
置
奨
励
事
業
費
等
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決12月定例会

　
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
八
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
会
期
十
八
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
前
年
度
決
算
、
人
事
な
ど
市
長

提
出
議
案
二
十
件
を
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
可
決
、
認
定
、
同
意
し
ま
し
た
。

審査中の決算審査第3特別委員会

　
こ
の
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
決
算
を
認
定

か
月
（
二
歳
ま
で
）
の
再
延
長
を
可

能
に
す
る
も
の
で
す
。

　
97
号
議
案
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
は
、

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
議
員
及
び
特

別
職
の
期
末
手
当
を
〇・〇
五
月
分
引

き
上
げ
、
国
と
同
様
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
98
号
議
案
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
い
、
一
般
職
員
の
勤
勉
手
当
を

〇・
一
月
分
、
月
例
給
を
平
均
〇・
二

％
引
き
上
げ
る
な
ど
、
国
と
同
様
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

増
額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
の
総
額
は
、
百

四
十
一
億
九
千
八
百
九
十
三
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
87
号
議
案
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
は
、
保
険

給
付
費
一
千
八
百
万
円
を
増
額
し
、

こ
れ
に
充
て
る
財
源
と
し
て
国
庫
支

出
金
二
千
三
百
五
十
二
万
八
千
円
な

ど
を
増
額
し
、
繰
入
金
六
百
九
十
六

万
八
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
の
総
額
は
、
三

十
七
億
一
千
五
百
十
七
万
七
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
99
号
議
案
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

十
二
号
）
は
、
給
与
等
改
定
所
要
額

一
千
百
二
万
三
千
円
、
給
与
改
定
に

伴
う
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
五
十
二

万
九
千
円
を
増
額
し
、
こ
れ
に
充
て

る
財
源
と
し
て
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
一
千
百
五
十
五
万
二
千
円
を
増

額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　
100
〜
105
号
議
案
各
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
は
、
い

ず
れ
も
給
与
改
定
所
要
額
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
96
号
議
案
十
二
月

　
　
　
　
　
　
三
十
一
日
に
任
期
満

了
と
な
る
加
茂
市
、
加
茂
市･

田
上

町
消
防
衛
生
保
育
組
合
公
平
委
員
会

委
員
に
、
大
森
康
正
氏
（
五
番
町
、

84
歳
）
の
再
選
任
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
88
〜
94
号
議
案
一
般

　
　
　
　
　
　
会
計
と
各
特
別
会
計
の

平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

各
特
別
委
員
長
の
報
告
の
後
、
一
般

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
特
別
会
計
の
決
算
は
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

※

各
会
計
別
の
決
算
状
況
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。

平成２８年度 会計別決算状況 （単位：千円） 

区   分 歳 入 総 額 歳 出 総 額 
歳 入 歳 出 
差 引 額 

翌年度へ繰り 
越すべき財源 

実質収支額 

一 般 会 計 11, 468, 240 11, 323, 101 145, 139 40, 861 104, 278 

特 
 
別 
 
会 
 
計 

国民健康保険 3, 393, 558 3, 628, 937 △235, 379 0 △235, 379 

後期高齢者医療 275, 863 272, 236 3, 627 0 3, 627 

宅地造成事業 76, 244 513 75, 731 0 75, 731 

2, 109, 209 2, 090, 826 18, 383 3, 903 14, 480 

介 護 保 険 3, 103, 519 3, 030, 322 73, 197 0 73, 197 

561, 269 490, 122 71, 147 0 71, 147 

 11   月
臨時会

決
算
審
査
第
三
特
別
委
員
会

◎
浅
野
　
一
明
　
○
安
武
　
秀
敏

　
山
田
　
義
栄
　
　
樋
口
　
博
務

　
樋
口
　
浩
二

・
一
般
会
計
歳
出
の
う
ち
産
業
建
設

　
常
任
委
員
会
所
管
の
部
分

・
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

案件と議決状況 
案  件 件 数 議決状況 件 数 

市 

長 

提 

出 

条 例 ２５ 原 案 可 決
修 正 可 決

 

認 定 
同 意
承 認

 

否 決

６３

８

１

１

２２
１０

予 算 ３５ 
決 算 ８ 
人 事 ２１ 
専 決 １０ 
その他 ６ 
計 １０５ 計 １０５ 

議
員
提
出 

条 例 ０ 
原 案 可 決 

否 決 

３ 

０ 

規 則 ０ 
意見書 ３ 
決 議 ０ 
計 ３ 計 ３ 

請  願 １ 採 択 １ 
合  計 １０９ 合  計 １０９ 
ほかに陳情５件を配付して報告 
他市議会議員等の視察来市 ２件 １２人 

平成２９年の議会 

議会開催状況［委員会は視察等を含む］
会   議   名 日 数 

全 員 
本 会 議 ２０ 
連 合 審 査 会 ４ 
全 員 協 議 会 ２０ 

常任委 
総 務 文 教 常 任 委 員 会 ８ 
産 業 建 設 常 任 委 員 会 ７ 
社 会 厚 生 常 任 委 員 会 １０ 

常 設 議 会 運 営 委 員 会 １４ 

特別委 

決 算 審 査 特 別 委 員 会 ４ 
医 療 問 題 特 別 委 員 会 ５ 
議 会 改 革 特 別 委 員 会 １ 
地 方 創 生 特 別 委 員 会 ６ 

その他 
議 会 だ よ り 編 集 委 員 会 ４ 
各 派 交 渉 会 ３ 
合     計 １０６ 

在 宅 介 護
サービス事業

下 水 道 事 業



H30.  1. 31 第199号 ⑻H30.  1. 31⑶ 第199号

産
業
建
設
常
任
委
員
会

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

議案審査中の社会厚生常任委員会

　
十
二
月
十
三
日
に
委
員
会
を
開
催

　
十
二
月
十
四
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、一
般
会
計
補
正
予
算（
第
十
一
号
）

な
ど
付
託
さ
れ
た
議
案
二
件
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
、
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
特
に
意
見
・
要

望
を
付
す
こ
と
も
な
く
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
十
二
月
十
五
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
一

号
）
な
ど
付
託
さ
れ
た
議
案
二
件
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
特
に
意
見
・

要
望
を
付
す
こ
と
も
な
く
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
平
成

二
十
八
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
三

つ
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日

の
間
に
各
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

※

議
会
選
出
監
査
委
員
、
議
長
を
除

く
。

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

決
算
審
査
第
一
特
別
委
員
会

◎
滝
沢
　
茂
秋
　
○
白
川
　
克
広

　
佐
藤
　
俊
夫
　
　
中
野
　
元
栄

　
安
田
　
憲
喜

・
一
般
会
計
歳
出
の
う
ち
社
会
厚
生

　
常
任
委
員
会
所
管
の
部
分

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会

　
計

決
算
審
査
第
二
特
別
委
員
会

◎
大
平
　
一
貴
　
○
三
沢
　
嘉
男

　
藤
田
　
明
美
　
　
茂
岡
明
与
司

　
関
　
　
龍
雄

・
一
般
会
計
歳
入
及
び
歳
出
の
う
ち

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
の
部

　
分 決

算
審
査
特
別
委
員
会
の
構
成

　各常任委員会及び特別委員会に付託された議案は、１２月１３日から２１日の間に
各常任委員会及び特別委員会を開いて慎重に審査した結果、議案は全て原案可決又は
認定すべきものと決まり、最終日の本会議で報告されました。

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
決
算
及
び

各
特
別
会
計
決
算
は
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

し
、
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
十
一
号
）
の
議
案
一
件
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
特
に
意
見
・
要
望
を
付
す

こ
と
も
な
く
、
全
会
一
致
で
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議案番号 件            名 結 果 
市 長 提 出 議 案 

８４ 専決処分の承認（２９年度一般会計補正予算第９号） 承 認 
８５ ２９年度一般会計補正予算（第１０号） 原案可決 

議案番号 件            名 結 果 
市 長 提 出 議 案 

８６ ２９年度一般会計補正予算（第１１号） 原案可決 
８７ ２９年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 〃 
８８ ２８年度一般会計決算の認定 認 定 
８９ ２８年度国民健康保険特別会計決算の認定 〃 
９０ ２８年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 〃 
９１ ２８年度宅地造成事業特別会計決算の認定 〃 
９２ ２８年度下水道事業特別会計決算の認定 〃 
９３ ２８年度介護保険特別会計決算の認定 〃 
９４ ２８年度在宅介護サービス事業特別会計決算の認定 〃 
９５ 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 原案可決 
９６ 公平委員会委員の選任（大森康正氏） 同 意  
９７ 特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正 原案可決 
９８ 職員の給与に関する条例の一部改正 〃 
９９ ２９年度一般会計補正予算（第１２号） 〃 
１００ ２９年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 〃 
１０１ ２９年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〃 
１０２ ２９年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） 〃 
１０３ ２９年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 〃 
１０４ ２９年度在宅介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 〃 
１０５ ２９年度水道事業会計補正予算（第２号） 〃 

議員賛否の状況 審議結果の賛否が分かれた議案等（上の表の網かけ部分）について、賛否を公表します。 

議
案
番
号
等 

採
決
の
種
類 

結

果 

賛

成 

反

対 

棄

権 

大志の会 市政クラブ 市民クラブ ＹＯ１９９８ 公明党 自由クラブ 

藤
田 

明
美 

佐
藤 

俊
夫 

浅
野 

一
明 

滝
沢 

茂
秋 

保
坂 

裕
一 

森
山 

一
理 

白
川 

克
広 

山
田 

義
栄 

安
田 

憲
喜 

茂
岡
明
与
司 

樋
口 

博
務 

中
野 

元
栄 

樋
口 

浩
二 

大
平 

一
貴 

安
武 

秀
敏 

三
沢 

嘉
男 

関 
 

龍
雄 

88 決算 起立 可決 11 5 0 ○ ○ ● ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ 
97 条例 起立 可決 12 4 0 ○ ○ ○ ● ● ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 
98 条例 起立 可決 14 2 0 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 
99 補正予算 起立 可決 12 4 0 ○ ○ ○ ● ● ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 

100～105 補正予算 起立 可決 14 2 0 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 

※○は賛成、●は反対、森山一理議長は採決に加わらない。  ※採決の種類：起立は起立採決、無記名は無記名投票。 

〈11月臨時会　議案審議結果〉

〈12月定例会　議案審議結果〉

〈12月定例会〉
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議
員

市政クラブ

市議会12月定例会　一般質問

　
　 

国
は
米
の
生
産
調
整

      

を
平
成
三
十
年
度
か

ら
見
直
す
こ
と
と
し
て
い

る
。
国
の
方
針
と
加
茂
市

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
米
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
は
ど
う
な
る
か
。
新

潟
県
は
新
潟
米
基
本
戦
略

を
作
成
し
市
町
村
ご
と
の

目
安
を
提
示
し
た
が
市
長

の
考
え
は
ど
う
か
。
来
年

度
か
ら
十
ア
ー
ル
当
た
り

七
千
五
百
円
の
直
接
支
払

交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
が
、

今
年
度
の
状
況
と
廃
止
に

伴
う
国
の
財
源
活
用
の
予

定
は
ど
う
か
。
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

農
家
間
の
生
産
調
整
は
ど
う
な
る
か
。

　
ま
た
、
加
茂
市
単
独
の
生
産
調
整
推

進
助
成
補
助
金
と
転
作
推
進
活
動
費
補

助
金
は
ど
う
す
る
の
か
。
生
産
調
整
見

直
し
に
よ
る
農
機
具
補
助
の
補
助
率
算

定
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
国
は
平
成
三
十
年
産
以
降
、
生
産

　
　
数
量
目
標
の
配
分
は
せ
ず
需
要
に

応
じ
た
生
産
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る

が
、
実
際
は
国
が
調
整
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
三
十
年
産
の
米
生
産
量
を
決
め
、

各
県
も
市
町
村
に
配
分
し
終
え
た
。
新

潟
県
は
生
産
目
標
量
を
「
目
安
」
と
し

て
提
示
し
、
三
十
年
産
の
加
茂
市
の
目

安
は
合
計
五
千
九
百
四
十
七
ト
ン
で
、

二
十
九
年
産
に
比
べ
千
百
二
十
八
ト
ン
、

二
十
三
・
四
％
増
で
あ
っ
た
。
県
内
の

増
加
は
四
市
町
で
、
即
座
に
同
意
し
た
。

　
今
年
度
の
米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、

加
入
戸
数
三
百
三
十
六
戸
、
交
付
見
込

額
三
千
七
百
十
七
万
千
五
百
円
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
国
の
予
算
額
は
七
百
十
四

億
円
。
平
成
三
十
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ

る
が
、
そ
の
財
源
は
、
創
設
さ
れ
る
収

入
保
険
制
度
に
五
百
三
十
一
億
円
、
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
増
に
百

五
十
四
億
円
充
て
ら
れ
る
見
込
み
。
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、
国
が

来
年
度
五
％
増
の
三
千
三
百
四
億
円
要

求
し
今
年
度
と
同
様
に
交
付
の
見
込
み
。

　
三
十
年
度
に
大
き
な
制
度
変
更
が
あ

る
た
め
農
家
組
合
長
会
議
を
早
く
開
催

し
た
い
。
農
家
間
調
整
や
加
茂
市
単
独

の
補
助
金
は
、
今
ま
で
の
目
標
配
分
面

積
を
県
が
示
し
た
目
安
に
置
き
換
え
各

々
対
応
し
、
農
機
具
補
助
も
実
質
的
な

生
産
調
整
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
算
定
し
た
い
。

安  

武  

秀  

敏

Ｙ
Ｏ
１
９
９
８

　
　
病
気
や

　
　
高
齢
の

た
め
自
宅
で

過
ご
す
患
者

に
医
師
ら
が
往
診
等
を
行
う
「
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
」
は
、
二
十
四
時
間
、

三
百
六
十
五
日
往
診
で
き
る
こ
と
が
要

件
。
全
国
で
一
万
四
千
三
百
二
十
カ
所

あ
る
。
な
お
、
一
般
診
療
所
は
十
万
カ

所
で
あ
る
。
県
内
で
は
百
二
十
四
施
設

で
人
口
十
万
人
当
た
り
で
は
全
国
で
二

番
目
に
少
な
い
。
ま
た
、
平
成
二
十
八

年
の
調
査
で
回
答
し
た
県
内
八
百
六
十

診
療
所
の
半
数
以
上
が
往
診
等
を
実
施
。

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
な
い
市
は
全

国
で
五
十
五
市
、
県
内
で
は
加
茂
市
と

阿
賀
野
市
に
な
い
。
団
塊
の
世
代
が
七

十
五
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
（
平

成
三
十
七
年
）
問
題
も
あ
り
在
宅
医
療

の
充
実
は
重
要
だ
が
、
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
は
、
在
宅

　
　
療
養
さ
れ
る
患
者
の
た
め
二
十
四

時
間
体
制
で
緊
急
時
の
連
絡
及
び
往
診

が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
る
診
療

所
の
こ
と
で
、
地
方
厚
生
局
長
に
届
出

て
認
可
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
要

件
は
、
各
々
二
十
四
時
間
、
患
者
か
ら

の
連
絡
を
受
け
る
体
制
、
往
診
や
訪
問

看
護
が
可
能
な
体
制
の
確
保
、
緊
急
時

に
入
院
で
き
る
病
床
の
確
保
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
要
件
が
厳
し
い
た
め
、

平
成
二
十
七
年
三
月
末
で
一
般
診
療
所

約
十
万
カ
所
の
う
ち
、
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
は
一
万
四
千
四
百
六
十
三
カ
所

と
、
割
合
は
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
人
口
十
万
人
当
た
り
の
施
設
数
は
、

新
潟
県
は
千
葉
県
と
共
に
全
国
で
二
番

目
に
低
い
五
・
二
。
ま
た
、
平
成
二
十

八
年
三
月
末
の
県
内
の
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
は
、
加
茂
市
と
阿
賀
野
市
を
除

く
十
八
市
と
刈
羽
村
一
村
に
計
百
三
十

一
施
設
あ
る
が
、
施
設
数
が
一
カ
所
の

市
が
六
市
で
刈
羽
村
も
一
カ
所
で
あ
る
。

　
な
お
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
と
称

し
て
い
る
施
設
が
本
当
に
二
十
四
時
間

必
ず
往
診
で
き
る
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ

る
。
在
宅
医
療
体
制
の
整
備
は
重
要
な

問
題
と
考
え
る
が
、
多
忙
な
医
療
業
務

の
現
状
で
さ
ら
に
二
十
四
時
間
体
制
の

運
営
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
で
き
な
い

も
の
と
考
え
る
。
市
内
六
カ
所
の
診
療

所
に
お
い
て
往
診
・
訪
問
診
療
を
行
っ

て
い
る
こ
と
自
体
立
派
な
こ
と
で
あ
る
。

山  田  義  栄 議員
米政策の30年問題と、加茂市の取り組みについて

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
つ
い
て

答

問

答

問
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平
成
三
十
年
開
設
に

　
　
向
け
病
児
保
育
施
設

を
建
設
中
。
加
茂
病
院
改

築
に
伴
い
そ
の
事
業
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り

子
育
て
世
帯
の
不
安
解
消

に
つ
な
が
る
。
施
設
を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

次
の
五
点
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
き
く
。
⑴
利
用

時
間
が
午
前
八
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
の
施
設
が
多

い
。
職
場
の
始
業
時
間
や

残
業
を
考
慮
し
延
長
で
き

な
い
か
。
⑵
土
曜
日
開
設

の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
検
討
で
き
な
い
か
。
⑶
満
一
歳
以
上

か
ら
未
就
学
児
ま
で
を
対
象
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
生
後
六
ヶ
月
く

ら
い
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
を
対
象
と

で
き
な
い
か
。
⑷
子
供
が
急
な
発
熱
等

の
場
合
送
迎
で
き
な
い
か
。
⑸
保
護
者

に
お
子
さ
ん
の
状
況
を
メ
ー
ル
で
知
ら

せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
で
き
な
い
か
。

　
　
こ
の
病
児
保
育
施
設
は
、
共
稼
ぎ

　
　
家
庭
の
増
加
に
伴
い
、
子
供
が
病

気
の
際
に
一
時
的
に
保
育
を
行
う
施
設

の
整
備
が
望
ま
れ
、
子
育
て
と
就
労
の

両
立
の
支
援
と
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組

合
で
整
備
し
、
運
営
す
る
。
加
茂
病
院

の
建
替
え
に
合
わ
せ
田
上
町
長
と
新
潟

県
に
要
望
し
て
き
た
。
な
お
、
病
児
保

育
園
の
運
営
は
加
茂
病
院
の
協
力
が
不

可
欠
。
⑴
利
用
に
あ
た
り
、
ま
ず
加
茂

病
院
で
診
察
を
受
け
判
断
し
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
加
茂

病
院
の
診
察
が
始
ま
る
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
を
考
え
て
い
た
が
、
運

用
を
田
上
町
、
加
茂
病
院
と
検
討
し
た

い
。
⑵
土
曜
日
は
加
茂
病
院
が
診
察
し

な
い
た
め
利
用
は
無
理
で
は
な
い
か
。

⑶
国
の
基
準
で
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
小
学
六

年
生
ま
で
と
し
て
お
り
同
じ
に
し
た
い

が
、
ゼ
ロ
歳
は
難
し
い
た
め
当
面
は
一

歳
か
ら
と
し
、
運
営
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。
⑷
診
察
の
た
め
家
族
の
送
迎
を

原
則
と
し
、
状
況
に
よ
り
加
茂
病
院
等

と
連
携
し
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

な
お
、
病
児
保
育
園
側
の
送
迎
費
用
は

運
営
費
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑸
保
護
者
へ
、
保
育
の
状
況
を
希
望
に

よ
り
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
伝
え
た
い
。

　
加
茂
市
、
田
上
町
、
加
茂
病
院
が
一

緒
に
な
り
、
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
病
児

保
育
園
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

病児保育施設の運営について
公明党 三  沢  嘉  男 議員

問

答
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総
務
省
は
、
地
域
の

　
　
創
造
、
地
方
の
再
生

を
目
的
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
設
け
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
に
は
全
国

で
隊
員
数
三
千
九
百
七
十

八
人
、
参
加
市
町
村
八
百

七
十
五
と
な
っ
た
。
加
茂

市
も
利
用
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。
ま
た
、
平

成
二
十
八
年
十
二
月
議
会

の
一
般
質
問
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
利
用
し
な
い

理
由
を
挙
げ
ら
れ
た
が
、

よ
り
具
体
的
に
伺
う
。

⑴
国
か
ら
の
交
付
額
が
い

く
ら
で
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
か
。
⑵
特

別
交
付
税
で
の
措
置
で
は
だ
め
な
理
由

は
何
か
。
⑶
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕

事
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
・
商
品
の
開
発
等
は
必
要

な
い
と
お
考
え
か
。
⑷
佐
渡
市
、
十
日

町
市
の
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
と
は
、

各
々
ど
の
よ
う
な
状
況
と
お
考
え
か
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
三
大
都

　
　
市
圏
に
居
住
し
て
い
る
方
か
ら
地

方
の
過
疎
地
域
等
に
来
て
も
ら
い
、
い

わ
ゆ
る
地
域
お
こ
し
の
仕
事
を
し
て
生

活
し
、
終
了
後
は
そ
の
ま
ま
移
住
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
制
度
。
総
務
省
の

支
援
は
、
隊
員
一
人
当
た
り
四
百
万
円

を
上
限
に
特
別
交
付
税
で
措
置
す
る
。

四
百
万
円
の
う
ち
隊
員
へ
の
報
償
費
等

が
二
百
万
円
、
活
動
経
費
が
二
百
万
円
。

た
だ
し
最
長
で
三
年
。
こ
の
た
め
事
業

実
施
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
が
一
年
更
新

の
嘱
託
職
員
で
三
年
を
限
度
に
雇
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
起
業
資
金
に
百
万
円

を
特
別
交
付
税
で
措
置
す
る
が
、
足
り

る
も
の
か
疑
問
。
よ
っ
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
将
来
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

⑴
報
酬
に
使
え
る
二
百
万
円
を
十
二
で

割
る
と
月
十
六
万
七
千
円
程
度
。
手
取

り
で
は
十
四
万
円
く
ら
い
に
し
か
な
ら

な
い
。
い
く
ら
な
ら
よ
い
か
答
え
よ
う

が
な
い
。
⑵
国
が
特
別
交
付
税
で
み
る

ル
ー
ル
分
が
増
え
て
も
総
額
は
変
わ
ら

な
い
の
が
現
実
。
む
し
ろ
二
十
八
年
度

は
前
年
比
二
千
八
百
万
円
も
減
ら
さ
れ

た
。
あ
や
ふ
や
な
特
別
交
付
税
を
あ
て

に
は
で
き
な
い
。
⑶
そ
の
こ
と
と
地
域

お
こ
し
協
力
隊
事
業
の
実
施
は
別
問
題
。

そ
れ
だ
け
の
能
力
の
持
ち
主
が
月
十
六

万
七
千
円
で
来
る
の
は
難
し
い
。
⑷
具

体
的
な
市
町
村
の
こ
と
に
つ
い
て
は
事

柄
の
性
質
上
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。
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①
平
成
二
十
九
年
十

　
　
月
、
小
学
生
が
亡
く

な
る
重
大
な
交
通
事
故
が

発
生
し
た
。
自
転
車
利
用

中
の
児
童
生
徒
の
死
亡
事

故
は
平
成
二
十
六
年
以
来

で
あ
る
。
二
十
六
年
の
事

故
の
際
、
市
長
は
「
自
転

車
の
事
故
を
完
全
に
な
く

す
る
た
め
に
」
と
い
う
文

書
を
小
中
学
生
に
配
付
し

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
努
力
義
務
を
定
め
た
条

例
の
あ
る
自
治
体
も
あ
る
。

痛
ま
し
い
事
故
を
な
く
す

た
め
、
小
中
学
生
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る
の
か
。

②
燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
、
週
三
回
で

祝
日
は
収
集
し
て
い
な
い
。
県
内
で
は
、

原
則
祝
日
も
収
集
し
て
い
る
市
も
多
い
。

ま
た
、
生
ご
み
を
長
期
間
家
庭
で
保
管

す
る
こ
と
も
大
変
。
燃
え
る
ご
み
の
収

集
を
祝
日
も
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
①
三
年
前
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
児

　
　
童
生
徒
、
保
護
者
に
配
っ
た
文
書

に
対
し
、
非
難
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
投
稿
が
多
く
な
さ
れ
、
中
央
の
テ
レ

ビ
局
ま
で
が
人
を
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な

報
道
を
す
る
な
ど
、
自
転
車
の
危
険
性

を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
努
力
が
薄
め

ら
れ
た
。
そ
ん
な
状
況
で
今
回
の
事
故

が
発
生
し
残
念
で
な
ら
な
い
。
伝
え
聞

く
と
こ
ろ
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
、
自
転
車
を
降
り
押
し
な
が
ら
横
断

歩
道
を
渡
り
始
め
た
と
こ
ろ
に
車
が
ぶ

つ
か
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
優
良
な
ド

ラ
イ
バ
ー
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
を
子

供
達
に
認
識
さ
せ
、
車
が
い
な
い
こ
と

を
見
定
め
横
断
す
る
よ
う
に
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今
後
も
自

転
車
の
危
険
性
を
強
調
し
て
い
き
た
い
。

②
市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
は
、

七
百
二
十
一
箇
所
。
こ
れ
を
二
地
区
に

分
け
、
可
燃
ご
み
は
月
水
金
又
は
火
木

土
に
収
集
し
て
い
る
。
お
盆
と
年
末
年

始
を
除
い
た
祝
日
等
で
収
集
が
休
み
と

な
る
日
は
合
わ
せ
て
十
四
日
間
で
あ
る
。

こ
の
十
四
日
間
を
収
集
す
る
た
め
の
費

用
は
一
千
三
百
五
十
八
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
委
託
業
者
や
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

職
員
の
勤
務
体
系
等
の
調
整
も
あ
り
難

し
い
。
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
中

収
集
日
を
増
や
す
状
況
に
な
い
。
ビ
ン
、

缶
の
収
集
を
月
一
回
か
ら
二
回
に
増
や

し
た
こ
と
を
評
価
い
た
だ
き
た
い
。

保  

坂  

裕  

一

議
員

大
志
の
会

浅  野  一  明 議員大志の会

　
　
①
公
共

　
　
施
設
等

の
計
画
的
な

管
理
の
推
進

を
図
り
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に
総
務

省
か
ら
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
の
要
請
が
あ
り
、
加
茂
市
で
も
取
り

組
み
策
定
し
た
も
の
と
思
う
。
そ
の
際
、

現
状
を
示
す
公
共
施
設
白
書
を
作
成
し

た
自
治
体
も
多
い
と
聞
く
が
、
加
茂
市

は
作
成
し
た
か
。
ま
た
、
加
茂
市
の
計

画
の
内
容
で
詳
細
な
項
目
と
簡
略
さ
れ

た
項
目
が
あ
る
が
、
意
図
的
な
も
の
か
。

改
訂
し
て
い
く
予
定
か
。
な
お
、
議
会

や
住
民
と
の
情
報
共
有
、
個
別
施
設
計

画
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
か
。

②
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
返
礼
制
度
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
た
内
容
は
ど
う
か
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の
進
捗
状
況
や

返
礼
割
合
・
返
礼
品
の
選
定
は
ど
う
か
。

実
施
時
期
は
い
つ
を
目
指
し
て
い
る
か
。

　
　
①
加
茂
市
に
お
け
る
公
共
施
設
等

　
　
の
管
理
は
適
正
か
つ
的
確
に
実
施

し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
十
二
月
の

中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
崩

落
事
故
を
契
機
に
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
が
注
目
さ
れ
、
政
府
が
急
に
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
を
要
請

し
て
き
た
。
計
画
策
定
が
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
る
維
持
管
理
、

修
繕
事
業
実
施
の
前
提
条
件
と
な
り
、

事
務
方
が
計
画
を
作
成
し
県
へ
提
出
し

た
も
の
。
中
身
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
が
財
政
難
に
陥
っ
て
い

る
中
、
計
画
実
施
は
国
の
補
助
金
が
大

量
に
な
け
れ
ば
不
可
能
に
近
い
。
ま
た
、

個
別
施
設
計
画
策
定
も
求
め
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
も
国
の
大
量
の
補
助
金
が
な
け

れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
も
の
か
ら
順
次

行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
ま
で
議
会
や

住
民
の
皆
様
と
の
情
報
共
有
は
で
き
な

い
。
な
お
、
公
共
施
設
白
書
は
作
成
し

て
い
な
い
。
作
成
し
て
い
る
の
は
、
全

国
で
三
百
四
十
五
団
体
で
あ
る
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
実
施
の
検
討
中
に
、

総
務
大
臣
の
過
度
の
返
礼
品
を
抑
え
ろ

と
い
う
通
知
が
出
た
。
ま
た
、
野
田
聖

子
新
総
務
大
臣
か
ら
も
寄
付
を
募
る
事

業
を
明
確
に
し
知
ら
せ
る
こ
と
、
寄
付

者
と
継
続
し
た
つ
な
が
り
を
持
つ
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
、
と
い
う
文
書
が
来

た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
的
に
見
直
し
さ

れ
て
い
る
。
加
茂
市
も
検
討
を
進
め
、

慎
重
か
つ
早
急
に
開
始
し
た
い
。

加
茂
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

地域おこし協力隊について 小中学生の交通安全について
ＹＯ１９９８ 大  平  一  貴 議員
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大
志
の
会

　
　
①
美
人

　
　
の
湯
に

つ
い
て
伺
う
。

⑴
館
内
及
び

近
隣
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
は
い

か
が
か
。
ホ
ー
ル
で
は
正
月
の
餅
つ
き
、

浴
室
で
は
冬
至
の
ゆ
ず
湯
等
を
行
っ
て

は
。
施
設
付
近
で
の
、
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ

Ａ
の
美
人
の
湯
版
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
音

楽
ラ
イ
ブ
、
軽
ト
ラ
市
や
マ
ル
シ
ェ
等

は
ど
う
か
。
⑵
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
送
迎

バ
ス
の
市
外
か
ら
の
利
用
を
有
料
化
し

て
は
。
⑶
経
費
節
減
の
た
め
湯
の
花
で

の
運
営
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

②
小
中
学
校
の
施
設
整
備
等
に
つ
い
て

伺
う
。
⑴
地
震
対
策
の
加
茂
小
、
下
条

小
、
石
川
小
の
体
育
館
の
つ
り
天
井
の

改
修
予
定
は
。
⑵
下
条
小
、
石
川
小
、

葵
中
の
非
常
階
段
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

⑶
葵
中
の
耐
震
補
強
の
考
え
は
。
文
化

会
館
の
耐
震
診
断
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
①
温
泉
は
、
静
か
な
と
こ
ろ
で
、

　
　
ゆ
っ
く
り
日
頃
の
疲
れ
を
い
や
す

と
こ
ろ
。
に
ぎ
や
か
な
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
を
す
る
と
こ
ろ
で
は
本
来
な
い
。
美

人
の
湯
は
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
立

派
な
温
泉
。
オ
ー
プ
ン
以
来
二
十
九
年

十
月
末
ま
で
の
十
五
年
間
に
百
九
十
八

万
人
余
か
ら
利
用
い
た
だ
い
た
。
⑴
一

時
の
イ
ベ
ン
ト
で
採
算
が
好
転
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
⑵
バ

ス
無
料
が
美
人
の
湯
の
売
り
の
一
つ
。

こ
の
ま
ま
続
け
た
い
。
⑶
効
能
豊
か
な

温
泉
を
市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
建
設
し
た
。
ま
た
、
近
隣

に
温
泉
が
あ
る
中
で
湯
の
花
で
営
業
し

て
は
人
が
集
ま
る
と
は
思
え
な
い
。

②
⑴
天
井
と
照
明
器
具
の
み
の
耐
震
工

事
費
は
、
三
校
合
計
約
七
千
八
百
万
円
。

う
ち
加
茂
市
の
負
担
は
五
千
二
百
万
円

と
な
る
。
な
お
、
三
校
の
体
育
館
の
つ

り
天
井
は
鉄
骨
に
し
っ
か
り
と
つ
い
て

い
る
強
い
も
の
で
中
越
地
震
等
で
も
被

害
は
な
か
っ
た
。
財
政
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
⑵
三
校
合

計
で
六
千
万
円
の
債
務
負
担
行
為
を
二

十
九
年
五
月
に
専
決
済
み
。
実
現
に
向

け
事
務
を
進
め
て
い
る
。
⑶
葵
中
の
耐

震
補
強
工
事
費
は
約
二
億
三
百
万
円
。

う
ち
加
茂
市
負
担
は
約
一
億
一
千
九
百

万
円
。
実
施
時
期
は
財
政
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。
文
化

会
館
の
耐
震
診
断
結
果
は
ア
イ
エ
ス
値

〇
・
八
九
で
工
事
の
必
要
は
な
い
。

美
人
の
湯
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て

問

答
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総
務
省
は
、
地
域
の

　
　
創
造
、
地
方
の
再
生

を
目
的
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
設
け
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
に
は
全
国

で
隊
員
数
三
千
九
百
七
十

八
人
、
参
加
市
町
村
八
百

七
十
五
と
な
っ
た
。
加
茂

市
も
利
用
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。
ま
た
、
平

成
二
十
八
年
十
二
月
議
会

の
一
般
質
問
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
利
用
し
な
い

理
由
を
挙
げ
ら
れ
た
が
、

よ
り
具
体
的
に
伺
う
。

⑴
国
か
ら
の
交
付
額
が
い

く
ら
で
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
か
。
⑵
特

別
交
付
税
で
の
措
置
で
は
だ
め
な
理
由

は
何
か
。
⑶
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕

事
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
・
商
品
の
開
発
等
は
必
要

な
い
と
お
考
え
か
。
⑷
佐
渡
市
、
十
日

町
市
の
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
と
は
、

各
々
ど
の
よ
う
な
状
況
と
お
考
え
か
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
三
大
都

　
　
市
圏
に
居
住
し
て
い
る
方
か
ら
地

方
の
過
疎
地
域
等
に
来
て
も
ら
い
、
い

わ
ゆ
る
地
域
お
こ
し
の
仕
事
を
し
て
生

活
し
、
終
了
後
は
そ
の
ま
ま
移
住
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
制
度
。
総
務
省
の

支
援
は
、
隊
員
一
人
当
た
り
四
百
万
円

を
上
限
に
特
別
交
付
税
で
措
置
す
る
。

四
百
万
円
の
う
ち
隊
員
へ
の
報
償
費
等

が
二
百
万
円
、
活
動
経
費
が
二
百
万
円
。

た
だ
し
最
長
で
三
年
。
こ
の
た
め
事
業

実
施
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
が
一
年
更
新

の
嘱
託
職
員
で
三
年
を
限
度
に
雇
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
起
業
資
金
に
百
万
円

を
特
別
交
付
税
で
措
置
す
る
が
、
足
り

る
も
の
か
疑
問
。
よ
っ
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
将
来
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

⑴
報
酬
に
使
え
る
二
百
万
円
を
十
二
で

割
る
と
月
十
六
万
七
千
円
程
度
。
手
取

り
で
は
十
四
万
円
く
ら
い
に
し
か
な
ら

な
い
。
い
く
ら
な
ら
よ
い
か
答
え
よ
う

が
な
い
。
⑵
国
が
特
別
交
付
税
で
み
る

ル
ー
ル
分
が
増
え
て
も
総
額
は
変
わ
ら

な
い
の
が
現
実
。
む
し
ろ
二
十
八
年
度

は
前
年
比
二
千
八
百
万
円
も
減
ら
さ
れ

た
。
あ
や
ふ
や
な
特
別
交
付
税
を
あ
て

に
は
で
き
な
い
。
⑶
そ
の
こ
と
と
地
域

お
こ
し
協
力
隊
事
業
の
実
施
は
別
問
題
。

そ
れ
だ
け
の
能
力
の
持
ち
主
が
月
十
六

万
七
千
円
で
来
る
の
は
難
し
い
。
⑷
具

体
的
な
市
町
村
の
こ
と
に
つ
い
て
は
事

柄
の
性
質
上
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。
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①
平
成
二
十
九
年
十

　
　
月
、
小
学
生
が
亡
く

な
る
重
大
な
交
通
事
故
が

発
生
し
た
。
自
転
車
利
用

中
の
児
童
生
徒
の
死
亡
事

故
は
平
成
二
十
六
年
以
来

で
あ
る
。
二
十
六
年
の
事

故
の
際
、
市
長
は
「
自
転

車
の
事
故
を
完
全
に
な
く

す
る
た
め
に
」
と
い
う
文

書
を
小
中
学
生
に
配
付
し

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
努
力
義
務
を
定
め
た
条

例
の
あ
る
自
治
体
も
あ
る
。

痛
ま
し
い
事
故
を
な
く
す

た
め
、
小
中
学
生
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る
の
か
。

②
燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
、
週
三
回
で

祝
日
は
収
集
し
て
い
な
い
。
県
内
で
は
、

原
則
祝
日
も
収
集
し
て
い
る
市
も
多
い
。

ま
た
、
生
ご
み
を
長
期
間
家
庭
で
保
管

す
る
こ
と
も
大
変
。
燃
え
る
ご
み
の
収

集
を
祝
日
も
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
①
三
年
前
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
児

　
　
童
生
徒
、
保
護
者
に
配
っ
た
文
書

に
対
し
、
非
難
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
投
稿
が
多
く
な
さ
れ
、
中
央
の
テ
レ

ビ
局
ま
で
が
人
を
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な

報
道
を
す
る
な
ど
、
自
転
車
の
危
険
性

を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
努
力
が
薄
め

ら
れ
た
。
そ
ん
な
状
況
で
今
回
の
事
故

が
発
生
し
残
念
で
な
ら
な
い
。
伝
え
聞

く
と
こ
ろ
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
、
自
転
車
を
降
り
押
し
な
が
ら
横
断

歩
道
を
渡
り
始
め
た
と
こ
ろ
に
車
が
ぶ

つ
か
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
優
良
な
ド

ラ
イ
バ
ー
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
を
子

供
達
に
認
識
さ
せ
、
車
が
い
な
い
こ
と

を
見
定
め
横
断
す
る
よ
う
に
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今
後
も
自

転
車
の
危
険
性
を
強
調
し
て
い
き
た
い
。

②
市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
は
、

七
百
二
十
一
箇
所
。
こ
れ
を
二
地
区
に

分
け
、
可
燃
ご
み
は
月
水
金
又
は
火
木

土
に
収
集
し
て
い
る
。
お
盆
と
年
末
年

始
を
除
い
た
祝
日
等
で
収
集
が
休
み
と

な
る
日
は
合
わ
せ
て
十
四
日
間
で
あ
る
。

こ
の
十
四
日
間
を
収
集
す
る
た
め
の
費

用
は
一
千
三
百
五
十
八
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
委
託
業
者
や
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

職
員
の
勤
務
体
系
等
の
調
整
も
あ
り
難

し
い
。
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
中

収
集
日
を
増
や
す
状
況
に
な
い
。
ビ
ン
、

缶
の
収
集
を
月
一
回
か
ら
二
回
に
増
や

し
た
こ
と
を
評
価
い
た
だ
き
た
い
。

保  

坂  

裕  

一

議
員

大
志
の
会
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①
公
共

　
　
施
設
等

の
計
画
的
な

管
理
の
推
進

を
図
り
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に
総
務

省
か
ら
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
の
要
請
が
あ
り
、
加
茂
市
で
も
取
り

組
み
策
定
し
た
も
の
と
思
う
。
そ
の
際
、

現
状
を
示
す
公
共
施
設
白
書
を
作
成
し

た
自
治
体
も
多
い
と
聞
く
が
、
加
茂
市

は
作
成
し
た
か
。
ま
た
、
加
茂
市
の
計

画
の
内
容
で
詳
細
な
項
目
と
簡
略
さ
れ

た
項
目
が
あ
る
が
、
意
図
的
な
も
の
か
。

改
訂
し
て
い
く
予
定
か
。
な
お
、
議
会

や
住
民
と
の
情
報
共
有
、
個
別
施
設
計

画
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
か
。

②
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
返
礼
制
度
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
た
内
容
は
ど
う
か
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の
進
捗
状
況
や

返
礼
割
合
・
返
礼
品
の
選
定
は
ど
う
か
。

実
施
時
期
は
い
つ
を
目
指
し
て
い
る
か
。

　
　
①
加
茂
市
に
お
け
る
公
共
施
設
等

　
　
の
管
理
は
適
正
か
つ
的
確
に
実
施

し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
十
二
月
の

中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
崩

落
事
故
を
契
機
に
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
が
注
目
さ
れ
、
政
府
が
急
に
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
を
要
請

し
て
き
た
。
計
画
策
定
が
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
る
維
持
管
理
、

修
繕
事
業
実
施
の
前
提
条
件
と
な
り
、

事
務
方
が
計
画
を
作
成
し
県
へ
提
出
し

た
も
の
。
中
身
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
が
財
政
難
に
陥
っ
て
い

る
中
、
計
画
実
施
は
国
の
補
助
金
が
大

量
に
な
け
れ
ば
不
可
能
に
近
い
。
ま
た
、

個
別
施
設
計
画
策
定
も
求
め
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
も
国
の
大
量
の
補
助
金
が
な
け

れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
も
の
か
ら
順
次

行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
ま
で
議
会
や

住
民
の
皆
様
と
の
情
報
共
有
は
で
き
な

い
。
な
お
、
公
共
施
設
白
書
は
作
成
し

て
い
な
い
。
作
成
し
て
い
る
の
は
、
全

国
で
三
百
四
十
五
団
体
で
あ
る
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
実
施
の
検
討
中
に
、

総
務
大
臣
の
過
度
の
返
礼
品
を
抑
え
ろ

と
い
う
通
知
が
出
た
。
ま
た
、
野
田
聖

子
新
総
務
大
臣
か
ら
も
寄
付
を
募
る
事

業
を
明
確
に
し
知
ら
せ
る
こ
と
、
寄
付

者
と
継
続
し
た
つ
な
が
り
を
持
つ
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
、
と
い
う
文
書
が
来

た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
的
に
見
直
し
さ

れ
て
い
る
。
加
茂
市
も
検
討
を
進
め
、

慎
重
か
つ
早
急
に
開
始
し
た
い
。

加
茂
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

地域おこし協力隊について 小中学生の交通安全について
ＹＯ１９９８ 大  平  一  貴 議員

問 問

問

答

答答

滝  
沢  

茂  

秋
議
員

大
志
の
会

　
　
①
美
人

　
　
の
湯
に

つ
い
て
伺
う
。

⑴
館
内
及
び

近
隣
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
は
い

か
が
か
。
ホ
ー
ル
で
は
正
月
の
餅
つ
き
、

浴
室
で
は
冬
至
の
ゆ
ず
湯
等
を
行
っ
て

は
。
施
設
付
近
で
の
、
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ

Ａ
の
美
人
の
湯
版
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
音

楽
ラ
イ
ブ
、
軽
ト
ラ
市
や
マ
ル
シ
ェ
等

は
ど
う
か
。
⑵
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
送
迎

バ
ス
の
市
外
か
ら
の
利
用
を
有
料
化
し

て
は
。
⑶
経
費
節
減
の
た
め
湯
の
花
で

の
運
営
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

②
小
中
学
校
の
施
設
整
備
等
に
つ
い
て

伺
う
。
⑴
地
震
対
策
の
加
茂
小
、
下
条

小
、
石
川
小
の
体
育
館
の
つ
り
天
井
の

改
修
予
定
は
。
⑵
下
条
小
、
石
川
小
、

葵
中
の
非
常
階
段
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

⑶
葵
中
の
耐
震
補
強
の
考
え
は
。
文
化

会
館
の
耐
震
診
断
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
①
温
泉
は
、
静
か
な
と
こ
ろ
で
、

　
　
ゆ
っ
く
り
日
頃
の
疲
れ
を
い
や
す

と
こ
ろ
。
に
ぎ
や
か
な
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
を
す
る
と
こ
ろ
で
は
本
来
な
い
。
美

人
の
湯
は
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
立

派
な
温
泉
。
オ
ー
プ
ン
以
来
二
十
九
年

十
月
末
ま
で
の
十
五
年
間
に
百
九
十
八

万
人
余
か
ら
利
用
い
た
だ
い
た
。
⑴
一

時
の
イ
ベ
ン
ト
で
採
算
が
好
転
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
⑵
バ

ス
無
料
が
美
人
の
湯
の
売
り
の
一
つ
。

こ
の
ま
ま
続
け
た
い
。
⑶
効
能
豊
か
な

温
泉
を
市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
建
設
し
た
。
ま
た
、
近
隣

に
温
泉
が
あ
る
中
で
湯
の
花
で
営
業
し

て
は
人
が
集
ま
る
と
は
思
え
な
い
。

②
⑴
天
井
と
照
明
器
具
の
み
の
耐
震
工

事
費
は
、
三
校
合
計
約
七
千
八
百
万
円
。

う
ち
加
茂
市
の
負
担
は
五
千
二
百
万
円

と
な
る
。
な
お
、
三
校
の
体
育
館
の
つ

り
天
井
は
鉄
骨
に
し
っ
か
り
と
つ
い
て

い
る
強
い
も
の
で
中
越
地
震
等
で
も
被

害
は
な
か
っ
た
。
財
政
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
⑵
三
校
合

計
で
六
千
万
円
の
債
務
負
担
行
為
を
二

十
九
年
五
月
に
専
決
済
み
。
実
現
に
向

け
事
務
を
進
め
て
い
る
。
⑶
葵
中
の
耐

震
補
強
工
事
費
は
約
二
億
三
百
万
円
。

う
ち
加
茂
市
負
担
は
約
一
億
一
千
九
百

万
円
。
実
施
時
期
は
財
政
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。
文
化

会
館
の
耐
震
診
断
結
果
は
ア
イ
エ
ス
値

〇
・
八
九
で
工
事
の
必
要
は
な
い
。

美
人
の
湯
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て

問

答
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国
は
米
の
生
産
調
整

      

を
平
成
三
十
年
度
か

ら
見
直
す
こ
と
と
し
て
い

る
。
国
の
方
針
と
加
茂
市

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
米
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
は
ど
う
な
る
か
。
新

潟
県
は
新
潟
米
基
本
戦
略

を
作
成
し
市
町
村
ご
と
の

目
安
を
提
示
し
た
が
市
長

の
考
え
は
ど
う
か
。
来
年

度
か
ら
十
ア
ー
ル
当
た
り

七
千
五
百
円
の
直
接
支
払

交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
が
、

今
年
度
の
状
況
と
廃
止
に

伴
う
国
の
財
源
活
用
の
予

定
は
ど
う
か
。
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

農
家
間
の
生
産
調
整
は
ど
う
な
る
か
。

　
ま
た
、
加
茂
市
単
独
の
生
産
調
整
推

進
助
成
補
助
金
と
転
作
推
進
活
動
費
補

助
金
は
ど
う
す
る
の
か
。
生
産
調
整
見

直
し
に
よ
る
農
機
具
補
助
の
補
助
率
算

定
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
国
は
平
成
三
十
年
産
以
降
、
生
産

　
　
数
量
目
標
の
配
分
は
せ
ず
需
要
に

応
じ
た
生
産
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る

が
、
実
際
は
国
が
調
整
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
三
十
年
産
の
米
生
産
量
を
決
め
、

各
県
も
市
町
村
に
配
分
し
終
え
た
。
新

潟
県
は
生
産
目
標
量
を
「
目
安
」
と
し

て
提
示
し
、
三
十
年
産
の
加
茂
市
の
目

安
は
合
計
五
千
九
百
四
十
七
ト
ン
で
、

二
十
九
年
産
に
比
べ
千
百
二
十
八
ト
ン
、

二
十
三
・
四
％
増
で
あ
っ
た
。
県
内
の

増
加
は
四
市
町
で
、
即
座
に
同
意
し
た
。

　
今
年
度
の
米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、

加
入
戸
数
三
百
三
十
六
戸
、
交
付
見
込

額
三
千
七
百
十
七
万
千
五
百
円
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
国
の
予
算
額
は
七
百
十
四

億
円
。
平
成
三
十
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ

る
が
、
そ
の
財
源
は
、
創
設
さ
れ
る
収

入
保
険
制
度
に
五
百
三
十
一
億
円
、
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
増
に
百

五
十
四
億
円
充
て
ら
れ
る
見
込
み
。
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、
国
が

来
年
度
五
％
増
の
三
千
三
百
四
億
円
要

求
し
今
年
度
と
同
様
に
交
付
の
見
込
み
。

　
三
十
年
度
に
大
き
な
制
度
変
更
が
あ

る
た
め
農
家
組
合
長
会
議
を
早
く
開
催

し
た
い
。
農
家
間
調
整
や
加
茂
市
単
独

の
補
助
金
は
、
今
ま
で
の
目
標
配
分
面

積
を
県
が
示
し
た
目
安
に
置
き
換
え
各

々
対
応
し
、
農
機
具
補
助
も
実
質
的
な

生
産
調
整
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
算
定
し
た
い
。

安  

武  

秀  

敏

Ｙ
Ｏ
１
９
９
８

　
　
病
気
や

　
　
高
齢
の

た
め
自
宅
で

過
ご
す
患
者

に
医
師
ら
が
往
診
等
を
行
う
「
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
」
は
、
二
十
四
時
間
、

三
百
六
十
五
日
往
診
で
き
る
こ
と
が
要

件
。
全
国
で
一
万
四
千
三
百
二
十
カ
所

あ
る
。
な
お
、
一
般
診
療
所
は
十
万
カ

所
で
あ
る
。
県
内
で
は
百
二
十
四
施
設

で
人
口
十
万
人
当
た
り
で
は
全
国
で
二

番
目
に
少
な
い
。
ま
た
、
平
成
二
十
八

年
の
調
査
で
回
答
し
た
県
内
八
百
六
十

診
療
所
の
半
数
以
上
が
往
診
等
を
実
施
。

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
な
い
市
は
全

国
で
五
十
五
市
、
県
内
で
は
加
茂
市
と

阿
賀
野
市
に
な
い
。
団
塊
の
世
代
が
七

十
五
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
（
平

成
三
十
七
年
）
問
題
も
あ
り
在
宅
医
療

の
充
実
は
重
要
だ
が
、
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
は
、
在
宅

　
　
療
養
さ
れ
る
患
者
の
た
め
二
十
四

時
間
体
制
で
緊
急
時
の
連
絡
及
び
往
診

が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
る
診
療

所
の
こ
と
で
、
地
方
厚
生
局
長
に
届
出

て
認
可
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
要

件
は
、
各
々
二
十
四
時
間
、
患
者
か
ら

の
連
絡
を
受
け
る
体
制
、
往
診
や
訪
問

看
護
が
可
能
な
体
制
の
確
保
、
緊
急
時

に
入
院
で
き
る
病
床
の
確
保
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
要
件
が
厳
し
い
た
め
、

平
成
二
十
七
年
三
月
末
で
一
般
診
療
所

約
十
万
カ
所
の
う
ち
、
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
は
一
万
四
千
四
百
六
十
三
カ
所

と
、
割
合
は
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
人
口
十
万
人
当
た
り
の
施
設
数
は
、

新
潟
県
は
千
葉
県
と
共
に
全
国
で
二
番

目
に
低
い
五
・
二
。
ま
た
、
平
成
二
十

八
年
三
月
末
の
県
内
の
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
は
、
加
茂
市
と
阿
賀
野
市
を
除

く
十
八
市
と
刈
羽
村
一
村
に
計
百
三
十

一
施
設
あ
る
が
、
施
設
数
が
一
カ
所
の

市
が
六
市
で
刈
羽
村
も
一
カ
所
で
あ
る
。

　
な
お
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
と
称

し
て
い
る
施
設
が
本
当
に
二
十
四
時
間

必
ず
往
診
で
き
る
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ

る
。
在
宅
医
療
体
制
の
整
備
は
重
要
な

問
題
と
考
え
る
が
、
多
忙
な
医
療
業
務

の
現
状
で
さ
ら
に
二
十
四
時
間
体
制
の

運
営
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
で
き
な
い

も
の
と
考
え
る
。
市
内
六
カ
所
の
診
療

所
に
お
い
て
往
診
・
訪
問
診
療
を
行
っ

て
い
る
こ
と
自
体
立
派
な
こ
と
で
あ
る
。

山  田  義  栄 議員
米政策の30年問題と、加茂市の取り組みについて

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
つ
い
て

答

問

答

問

市議会12月定例会　一般質問

　
　
平
成
三
十
年
開
設
に

　
　
向
け
病
児
保
育
施
設

を
建
設
中
。
加
茂
病
院
改

築
に
伴
い
そ
の
事
業
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り

子
育
て
世
帯
の
不
安
解
消

に
つ
な
が
る
。
施
設
を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

次
の
五
点
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
き
く
。
⑴
利
用

時
間
が
午
前
八
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
の
施
設
が
多

い
。
職
場
の
始
業
時
間
や

残
業
を
考
慮
し
延
長
で
き

な
い
か
。
⑵
土
曜
日
開
設

の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
検
討
で
き
な
い
か
。
⑶
満
一
歳
以
上

か
ら
未
就
学
児
ま
で
を
対
象
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
生
後
六
ヶ
月
く

ら
い
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
を
対
象
と

で
き
な
い
か
。
⑷
子
供
が
急
な
発
熱
等

の
場
合
送
迎
で
き
な
い
か
。
⑸
保
護
者

に
お
子
さ
ん
の
状
況
を
メ
ー
ル
で
知
ら

せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
で
き
な
い
か
。

　
　
こ
の
病
児
保
育
施
設
は
、
共
稼
ぎ

　
　
家
庭
の
増
加
に
伴
い
、
子
供
が
病

気
の
際
に
一
時
的
に
保
育
を
行
う
施
設

の
整
備
が
望
ま
れ
、
子
育
て
と
就
労
の

両
立
の
支
援
と
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組

合
で
整
備
し
、
運
営
す
る
。
加
茂
病
院

の
建
替
え
に
合
わ
せ
田
上
町
長
と
新
潟

県
に
要
望
し
て
き
た
。
な
お
、
病
児
保

育
園
の
運
営
は
加
茂
病
院
の
協
力
が
不

可
欠
。
⑴
利
用
に
あ
た
り
、
ま
ず
加
茂

病
院
で
診
察
を
受
け
判
断
し
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
加
茂

病
院
の
診
察
が
始
ま
る
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
を
考
え
て
い
た
が
、
運

用
を
田
上
町
、
加
茂
病
院
と
検
討
し
た

い
。
⑵
土
曜
日
は
加
茂
病
院
が
診
察
し

な
い
た
め
利
用
は
無
理
で
は
な
い
か
。

⑶
国
の
基
準
で
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
小
学
六

年
生
ま
で
と
し
て
お
り
同
じ
に
し
た
い

が
、
ゼ
ロ
歳
は
難
し
い
た
め
当
面
は
一

歳
か
ら
と
し
、
運
営
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。
⑷
診
察
の
た
め
家
族
の
送
迎
を

原
則
と
し
、
状
況
に
よ
り
加
茂
病
院
等

と
連
携
し
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

な
お
、
病
児
保
育
園
側
の
送
迎
費
用
は

運
営
費
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑸
保
護
者
へ
、
保
育
の
状
況
を
希
望
に

よ
り
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
伝
え
た
い
。

　
加
茂
市
、
田
上
町
、
加
茂
病
院
が
一

緒
に
な
り
、
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
病
児

保
育
園
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

病児保育施設の運営について
公明党 三  沢  嘉  男 議員

問

答
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

議案審査中の社会厚生常任委員会

　
十
二
月
十
三
日
に
委
員
会
を
開
催

　
十
二
月
十
四
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、一
般
会
計
補
正
予
算（
第
十
一
号
）

な
ど
付
託
さ
れ
た
議
案
二
件
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
、
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
特
に
意
見
・
要

望
を
付
す
こ
と
も
な
く
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
十
二
月
十
五
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
一

号
）
な
ど
付
託
さ
れ
た
議
案
二
件
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
特
に
意
見
・

要
望
を
付
す
こ
と
も
な
く
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
平
成

二
十
八
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
三

つ
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日

の
間
に
各
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

※

議
会
選
出
監
査
委
員
、
議
長
を
除

く
。

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

決
算
審
査
第
一
特
別
委
員
会

◎
滝
沢
　
茂
秋
　
○
白
川
　
克
広

　
佐
藤
　
俊
夫
　
　
中
野
　
元
栄

　
安
田
　
憲
喜

・
一
般
会
計
歳
出
の
う
ち
社
会
厚
生

　
常
任
委
員
会
所
管
の
部
分

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会

　
計

決
算
審
査
第
二
特
別
委
員
会

◎
大
平
　
一
貴
　
○
三
沢
　
嘉
男

　
藤
田
　
明
美
　
　
茂
岡
明
与
司

　
関
　
　
龍
雄

・
一
般
会
計
歳
入
及
び
歳
出
の
う
ち

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
の
部

　
分 決

算
審
査
特
別
委
員
会
の
構
成

　各常任委員会及び特別委員会に付託された議案は、１２月１３日から２１日の間に
各常任委員会及び特別委員会を開いて慎重に審査した結果、議案は全て原案可決又は
認定すべきものと決まり、最終日の本会議で報告されました。

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
決
算
及
び

各
特
別
会
計
決
算
は
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

し
、
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
十
一
号
）
の
議
案
一
件
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
特
に
意
見
・
要
望
を
付
す

こ
と
も
な
く
、
全
会
一
致
で
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議案番号 件            名 結 果 
市 長 提 出 議 案 

８４ 専決処分の承認（２９年度一般会計補正予算第９号） 承 認 
８５ ２９年度一般会計補正予算（第１０号） 原案可決 

議案番号 件            名 結 果 
市 長 提 出 議 案 

８６ ２９年度一般会計補正予算（第１１号） 原案可決 
８７ ２９年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 〃 
８８ ２８年度一般会計決算の認定 認 定 
８９ ２８年度国民健康保険特別会計決算の認定 〃 
９０ ２８年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 〃 
９１ ２８年度宅地造成事業特別会計決算の認定 〃 
９２ ２８年度下水道事業特別会計決算の認定 〃 
９３ ２８年度介護保険特別会計決算の認定 〃 
９４ ２８年度在宅介護サービス事業特別会計決算の認定 〃 
９５ 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 原案可決 
９６ 公平委員会委員の選任（大森康正氏） 同 意  
９７ 特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正 原案可決 
９８ 職員の給与に関する条例の一部改正 〃 
９９ ２９年度一般会計補正予算（第１２号） 〃 
１００ ２９年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 〃 
１０１ ２９年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〃 
１０２ ２９年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） 〃 
１０３ ２９年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 〃 
１０４ ２９年度在宅介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 〃 
１０５ ２９年度水道事業会計補正予算（第２号） 〃 

議員賛否の状況 審議結果の賛否が分かれた議案等（上の表の網かけ部分）について、賛否を公表します。 

議
案
番
号
等 

採
決
の
種
類 

結

果 

賛

成 

反

対 

棄

権 

大志の会 市政クラブ 市民クラブ ＹＯ１９９８ 公明党 自由クラブ 

藤
田 

明
美 

佐
藤 

俊
夫 

浅
野 

一
明 

滝
沢 

茂
秋 

保
坂 

裕
一 

森
山 

一
理 

白
川 

克
広 

山
田 

義
栄 

安
田 

憲
喜 

茂
岡
明
与
司 

樋
口 

博
務 

中
野 

元
栄 

樋
口 

浩
二 

大
平 

一
貴 

安
武 

秀
敏 

三
沢 

嘉
男 

関 
 

龍
雄 

88 決算 起立 可決 11 5 0 ○ ○ ● ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ 
97 条例 起立 可決 12 4 0 ○ ○ ○ ● ● ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 
98 条例 起立 可決 14 2 0 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 
99 補正予算 起立 可決 12 4 0 ○ ○ ○ ● ● ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 

100～105 補正予算 起立 可決 14 2 0 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 

※○は賛成、●は反対、森山一理議長は採決に加わらない。  ※採決の種類：起立は起立採決、無記名は無記名投票。 

〈11月臨時会　議案審議結果〉

〈12月定例会　議案審議結果〉

〈12月定例会〉



　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
に
臨
時
市
議
会
が
開

　
　
　
　
か
れ
、
市
長
提
出
の

議
案
二
件
を
承
認
、
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

　
84
号
議
案
専
決
処
分
の
承
認

は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

九
号
）
で
、
七
月
の
豪
雨
に
よ

る
災
害
復
旧
費
九
千
五
百
六
十

万
八
千
円
を
増
額
し
、
十
一
月

六
日
付
で
専
決
処
分
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
充
て
る
財
源
と

し
て
県
支
出
金
四
千
百
九
十
五

万
一
千
円
な
ど
を
増
額
し
て
措

置
し
ま
し
た
。

　
繰
越
明
許
費
は
、
農
林
水
産

業
施
設
災
害
復
旧
費
及
び
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
つ
い

て
、
年
度
内
に
事
業
が
完
成
し

な
い
見
込
み
の
た
め
設
定
し
た

も
の
で
す
。

　
地
方
債
の
補
正
は
、
文
教
施

設
災
害
復
旧
事
業
を
追
加
し
、

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
及
び
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
つ
い
て
限
度
額
を
変

更
し
た
も
の
で
す
。

　
85
号
議
案
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
十
号
）
は
、
戸
籍
電
算

化
事
業
費
に
つ
い
て
債
務
負
担

行
為
を
設
定
し
、
そ
の
期
間
及

び
限
度
額
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
86
号
議
案
一
般
会

　
　
　
　
　
　
計
補
正
予
算
（
第
十

一
号
）
は
、
一
千
三
百
九
十
一
万
二

千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
企
業
設
置

奨
励
事
業
費
一
千
九
百
七
十
四
万
七

千
円
な
ど
を
増
額
し
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
一
千
九
百
七
十
八
万
六
千

円
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
充
て
る
財
源
と
し
て
、
繰

入
金
九
百
八
十
三
万
三
千
円
な
ど
を

H30.  1. 31 第199号 ⑵H30.  1. 31 ⑼ 第199号

定
例
会
日
程

　
　
　
　
　
　
　
95
号
議
案
職
員
の

　
　
　
　
　
　
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
育
児
休
業

法
及
び
雇
用
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
、

現
在
、
原
則
１
歳
ま
で
で
あ
る
育
児

休
業
を
六
か
月
延
長
し
て
も
保
育
所

に
入
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
更
に
六

条
例
改
正

補
正
予
算

人
　
　事

決
　
　算

　12 月　８日　本会議
　　　　11 日　本会議
　　　　12 日　本会議・連合審査会
　　　　13 日　産業建設常任委員会
　　　　14 日　社会厚生常任委員会
　　　　15 日　総務文教常任委員会
　　　　18 日　決算審査第１特別委員会
　　　　19 日　決算審査第２特別委員会
　　　　21 日　決算審査第３特別委員会
　　　　25 日　本会議

企
業
設
置
奨
励
事
業
費
等
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決12月定例会

　
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
八
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
会
期
十
八
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
前
年
度
決
算
、
人
事
な
ど
市
長

提
出
議
案
二
十
件
を
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
可
決
、
認
定
、
同
意
し
ま
し
た
。

審査中の決算審査第3特別委員会

　
こ
の
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
決
算
を
認
定

か
月
（
二
歳
ま
で
）
の
再
延
長
を
可

能
に
す
る
も
の
で
す
。

　
97
号
議
案
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
は
、

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
議
員
及
び
特

別
職
の
期
末
手
当
を
〇・〇
五
月
分
引

き
上
げ
、
国
と
同
様
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
98
号
議
案
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
い
、
一
般
職
員
の
勤
勉
手
当
を

〇・
一
月
分
、
月
例
給
を
平
均
〇・
二

％
引
き
上
げ
る
な
ど
、
国
と
同
様
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

増
額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
の
総
額
は
、
百

四
十
一
億
九
千
八
百
九
十
三
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
87
号
議
案
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
は
、
保
険

給
付
費
一
千
八
百
万
円
を
増
額
し
、

こ
れ
に
充
て
る
財
源
と
し
て
国
庫
支

出
金
二
千
三
百
五
十
二
万
八
千
円
な

ど
を
増
額
し
、
繰
入
金
六
百
九
十
六

万
八
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
の
総
額
は
、
三

十
七
億
一
千
五
百
十
七
万
七
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
99
号
議
案
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

十
二
号
）
は
、
給
与
等
改
定
所
要
額

一
千
百
二
万
三
千
円
、
給
与
改
定
に

伴
う
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
五
十
二

万
九
千
円
を
増
額
し
、
こ
れ
に
充
て

る
財
源
と
し
て
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
一
千
百
五
十
五
万
二
千
円
を
増

額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　
100
〜
105
号
議
案
各
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
は
、
い

ず
れ
も
給
与
改
定
所
要
額
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
96
号
議
案
十
二
月

　
　
　
　
　
　
三
十
一
日
に
任
期
満

了
と
な
る
加
茂
市
、
加
茂
市･

田
上

町
消
防
衛
生
保
育
組
合
公
平
委
員
会

委
員
に
、
大
森
康
正
氏
（
五
番
町
、

84
歳
）
の
再
選
任
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
88
〜
94
号
議
案
一
般

　
　
　
　
　
　
会
計
と
各
特
別
会
計
の

平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

各
特
別
委
員
長
の
報
告
の
後
、
一
般

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
特
別
会
計
の
決
算
は
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

※

各
会
計
別
の
決
算
状
況
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。

平成２８年度 会計別決算状況 （単位：千円） 

区   分 歳 入 総 額 歳 出 総 額 
歳 入 歳 出 
差 引 額 

翌年度へ繰り 
越すべき財源 

実質収支額 

一 般 会 計 11, 468, 240 11, 323, 101 145, 139 40, 861 104, 278 

特 
 
別 
 
会 
 
計 

国民健康保険 3, 393, 558 3, 628, 937 △235, 379 0 △235, 379 

後期高齢者医療 275, 863 272, 236 3, 627 0 3, 627 

宅地造成事業 76, 244 513 75, 731 0 75, 731 

2, 109, 209 2, 090, 826 18, 383 3, 903 14, 480 

介 護 保 険 3, 103, 519 3, 030, 322 73, 197 0 73, 197 

561, 269 490, 122 71, 147 0 71, 147 

 11   月
臨時会

決
算
審
査
第
三
特
別
委
員
会

◎
浅
野
　
一
明
　
○
安
武
　
秀
敏

　
山
田
　
義
栄
　
　
樋
口
　
博
務

　
樋
口
　
浩
二

・
一
般
会
計
歳
出
の
う
ち
産
業
建
設

　
常
任
委
員
会
所
管
の
部
分

・
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

案件と議決状況 
案  件 件 数 議決状況 件 数 

市 

長 

提 

出 

条 例 ２５ 原 案 可 決
修 正 可 決

 

認 定 
同 意
承 認

 

否 決

６３

８

１

１

２２
１０

予 算 ３５ 
決 算 ８ 
人 事 ２１ 
専 決 １０ 
その他 ６ 
計 １０５ 計 １０５ 

議
員
提
出 

条 例 ０ 
原 案 可 決 

否 決 

３ 

０ 

規 則 ０ 
意見書 ３ 
決 議 ０ 
計 ３ 計 ３ 

請  願 １ 採 択 １ 
合  計 １０９ 合  計 １０９ 
ほかに陳情５件を配付して報告 
他市議会議員等の視察来市 ２件 １２人 

平成２９年の議会 

議会開催状況［委員会は視察等を含む］
会   議   名 日 数 

全 員 
本 会 議 ２０ 
連 合 審 査 会 ４ 
全 員 協 議 会 ２０ 

常任委 
総 務 文 教 常 任 委 員 会 ８ 
産 業 建 設 常 任 委 員 会 ７ 
社 会 厚 生 常 任 委 員 会 １０ 

常 設 議 会 運 営 委 員 会 １４ 

特別委 

決 算 審 査 特 別 委 員 会 ４ 
医 療 問 題 特 別 委 員 会 ５ 
議 会 改 革 特 別 委 員 会 １ 
地 方 創 生 特 別 委 員 会 ６ 

その他 
議 会 だ よ り 編 集 委 員 会 ４ 
各 派 交 渉 会 ３ 
合     計 １０６ 

在 宅 介 護
サービス事業

下 水 道 事 業
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〉
容
内
な
主
〈

　
　〈
11
　
月
〉

７
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
南
蒲
原
森
林
組
合
）

７
〜
９
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
行
政
視
察
（
福
津
市
・
豊
後

　
　
　
高
田
市
）

　
　
　﹇
視
察
事
項
﹈

　
　
　
・
定
住
化
に
向
け
た
取
り
組

　
　
　
　
み

　
　
　
・
学
び
の
21
世
紀
事
業

14
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
川
漁
業
協
同

　
　
　
組
合
）

14
〜
15
日
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会

　
　
　
行
政
視
察
（
美
濃
市
立
美
濃

　
　
　
病
院
）

　
　
　﹇
視
察
事
項
﹈

　
　
　
・
美
濃
市
立
美
濃
病
院
の
運

　
　
　
　
営

16
日
　
全
員
協
議
会

20
日
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日
　
臨
時
市
議
会

　
　
　
月
例
全
員
協
議
会

12月定例会の議案の内容・日程

議案の審議結果、議員賛否の状況

７人が一般質問に登壇

委 員 会 の 審 査 か ら

平 成 2９ 年 の 議 会

⑵

⑶

⑷

⑻

⑼

連 

合 

審 

査 

会

地
方
創
生
特
別
委
員
会

 

　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
は
、
十
一

月
七
日
か
ら
一
月
十
七
日
の
間
、
八

つ
の
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
（
議
会
日
誌
参
照
）。

　
ま
た
、
十
二
月
二
十
五
日
、
一
月

十
日
、
二
十
二
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

会
の
感
想
、
書
面
に
よ
る
回
答
、
今

後
の
日
程
等
に
つ
い
て
、
協
議
、
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
二
日
に
連
合
審
査
会
を

開
催
し
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
十
件
に
つ
い
て
、
総
括
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、
二

月
下
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
　
図
書

館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
か
も
川

荘
、
ゆ
き
つ
ば
き
荘
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
行
政
視
察
報
告
に
つ
い
て

も
、
会
議
録
と
同
じ
場
所
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
議
録
は
、
平
成
二
十
八

年
三
月
定
例
会
分
か
ら
、
加
茂
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
会
議
録
の
発
行
に
合
わ
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　※

掲
載
場
所
　﹇
加
茂
市
Ｈ
Ｐ
﹈↓

﹇
各
課
の
ペ
ー
ジ
﹈↓﹇
議
会
事
務

局
﹈↓﹇
会
議
録
﹈

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
各
常
任
委
員

会
か
ら
次
の
者
が
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委 

員 

長
　
　
森
　
山
　
一
　
理

　
副
委
員
長
　
　
中
　
野
　
元
　
栄

　
委
　
　
員
　
　
三
　
沢
　
嘉
　
男

　
委
　
　
員
　
　
佐
　
藤
　
俊
　
夫

　
委
　
　
員
　
　
大
　
平
　
一
　
貴

　
委
　
　
員
　
　
保
　
坂
　
裕
　
一

　
委
　
　
員
　
　
山
　
田
　
義
　
栄

　
委
　
　
員
　
　
安
　
田
　
憲
　
喜

全 

員 

協 

議 

会

　
十
一
月
二
十
四
日
に
月
例
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、
社
会
厚
生
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
行
政

－平成29年 12月定例会他－

議 

会 

日 

誌

詳
し
く
は
会
議
録
で

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

総務文教常任委員会行政視察（福岡県福津市）

視
察
結
果
報
告
、
事
務
に
関
す
る
説

明
書
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
月
二
十
二
日
に
月
例
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
医

療
問
題
特
別
委
員
会
の
行
政
視
察
結

果
報
告
、
事
務
に
関
す
る
説
明
書
の

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

28
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
子
育
て
サ
ー
ク
ル

　
　
　
の
下
条
や
ん
ち
ゃ
く
ら
ぶ
・

　
　
　
ち
ょ
っ
と
い
い
加
茂
育
ち
合

　
　
　
いCafé

）

　
　
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
葵
・
白
百
合
・

　
　
　
テ
モ
テ
・
ル
ー
テ
ル
幼
稚
園
）

29
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南

　
　
　
蒲
加
茂
支
店
）

　
　
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
鉄
工
業
協
同

　
　
　
組
合
）

30
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
市
商
店
街
協

　
　
　
同
組
合
）

　
　〈
12
　
月
〉

１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
〜
25
日
　
定
例
市
議
会

25
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

　
　〈
１
　
月
〉

10
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

17
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会
意
見

　
　
　
交
換
会
（
加
茂
青
年
会
議
所
）

22
日
　
月
例
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会

　
　
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

26
〜
28
日
　
大
島
町
親
善
訪
問

31
日
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会
出
県

　
　
　
要
望

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
戊
戌
（
つ
ち
の
え
い
ぬ
）。

「
戊
」は
植
物
の
成
長
、繁
栄
を
意
味
し
、「
戌
」

と
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
良
い
も
の
が

よ
り
良
く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
の
合
意
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な

か
で
、
田
上
町
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

き
た
加
茂
・
田
上
病
児
保
育
園
が
今
春
完

成
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
発
展
を
遂
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
も
市
当
局
と
連
携
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、
諸
課
題
の
解
決
に
議
会
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
と
ぞ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て加茂市議会議長

森山  一理

石川小学校 校内書初め会（１月１０日㈬ ）石川小学校 校内書初め会（１月１０日㈬ ）


